
～ 令和8年1月23日

（対象者数） 14 （回答者数）
14

～ 令和7年12月19日

（対象者数） 3 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子ども自身が訓練の効果を感じられるように支援方法の充

実を図る。

2

・適切な対応や助言ができるように、職員のスキルアップを

目指す。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・事業所間のつながりを密に働きやすい環境を作る。

2

・保護者向けに研修を行えるように職員の支援力の向上を目

指し、保護者向けの研修を企画できるように努力する。

3

○事業所名 児童デイサービス・アニマートぎのわん

○保護者評価実施期間
令和8年1月12日

○保護者評価有効回答数

令和7年12月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年1月28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・職員配置が十分ではない。 ・法人をあげて職員の定着を図る必要がある。

・家族が参加できる研修の場が少ない。 ・保護者に対して研修の情報提供ができていない。

子どもの発達状況に応じた活動内容 ・一人ひとりに合わせた訓練内容や活動内容をプログラムに取

り組んでいる。

保護者及び関係機関との連携 ・家庭での様子を常に聞き取り、支援の必要性を考え提案でき

るように取り組んでいる。

事業所における自己評価総括表公表


